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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

連結経営指標等

　

回次
第39期

第３四半期

連結累計期間

第40期

第３四半期

連結累計期間

第39期

第３四半期

連結会計期間

第40期

第３四半期

連結会計期間

第39期

会計期間
自  平成22年３月１日

至  平成22年11月30日

自  平成23年３月１日

至  平成23年11月30日

自  平成22年９月１日

至  平成22年11月30日

自  平成23年９月１日

至  平成23年11月30日

自　平成22年３月１日

至　平成23年２月28日

売上高 (千円) 29,923,24429,786,62310,192,4189,983,65440,139,105

経常利益 (千円) 979,709 710,202 425,347 276,7921,470,506

四半期(当期)純利益 (千円) 483,630 277,871 211,759 133,355 710,529

純資産額 (千円) ― ― 16,534,04116,156,63516,746,668

総資産額 (千円) ― ― 31,802,37033,831,70431,598,354

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,139.571,117.371,153.92

１株当たり

四半期(当期)純利益金額
(円) 33.50 19.32 14.67 9.28 49.21

潜在株式調整後１株当たり

四半期(当期)純利益金額
(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 51.7 47.5 52.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
(千円) 1,679,1322,647,054 ― ― 2,040,147

投資活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △1,743,175△ 3,926,420 ― ― △1,282,338

財務活動による

キャッシュ・フロー
(千円) △454,8531,117,921 ― ― △669,330

現金及び現金同等物の

四半期末(期末)残高
(千円) ― ― 3,972,6604,418,5904,580,034

従業員数 (名) ― ― 4,937 4,885 4,950

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年11月30日現在

従業員数(名) 4,885

(注) 従業員数は就業人員であります。

　
　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年11月30日現在

従業員数(名) 3,705

(注) 従業員数は就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社グループは生産活動を行っておりませんが、当第３四半期連結会計期間末日現在実施中のセグメ

ントごとの契約件数は、次のとおりであります。

　

セグメント名称及び業務別名称 契約件数(件) 前年同四半期比(％)

(セキュリティ事業) 　 　

常駐警備 830 102.1

機械警備 72,283 104.6

運輸警備 2,556 100.7

小計 75,669 104.5

(ビル管理・不動産事業) 366 115.5

合計 76,035 104.5

　
(2) 販売実績

当第３四半期連結会計期間におけるセグメントごとの販売実績は、次のとおりであります。

　

セグメント名称及び業務別名称 金額(千円) 前年同四半期比(％)

(セキュリティ事業) 　 　

常駐警備 5,130,792 96.4

機械警備 3,205,346 100.7

運輸警備 672,805 101.0

工事・機器販売 721,465 83.0

小計 9,730,409 96.9

(ビル管理・不動産事業) 253,245 171.1

合計 9,983,654 98.0

　　(注) １　上記金額には消費税等を含んでおりません。

　　２　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

東日本旅客?道㈱ 1,167,744 11.5 ― ―

　　３　当第３四半期連結会計期間では10％未満となりましたので記載を省略しております。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　
３ 【経営上の重要な契約等】

(1)業務提携基本契約

契約会社名 相手方の名称 契約の名称 契約内容 契約期間

セントラル警備保

障㈱(当社)

東日本旅客鉄道

㈱

 (ＪＲ東日本)

業務提携基本

契約書

当社との資本提携及びＪＲ東日本グ

ループに対する警備サービスの提供に

関する業務提携（対価：物件ごとの個

別警備契約書による）。

平成９年12月18日

締結、以後1年ごと

の自動更新
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したもので

あります。

(1)経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、東日本大震災および福島の原子力災害の影響に

よる景気停滞から回復の兆しが見られたものの、長引く円高や欧州の財政問題、株式市況の低迷が続く

など、景況の悪化が懸念される不安定で不透明な状況が続いております。

当警備業界におきましては、安全・安心に対するニーズは底堅いものの、非常に厳しい受注競争が続

く経営環境にあります。

このような状況の中、当社グループは平成21年３月よりスタートした新中期経営計画「ＣＳＰ

ニューパワーアップ計画」の最終年を迎え、お客さま価値の創造を基本としたソリューション型営業

の強化、ニーズに沿った警備サービスの開発と提供、ＣＳＰブランド力の向上に努めております。また、

創業45周年を記念した「ホームセキュリティ（FG-i）キャンペーン」を展開し、ホームセキュリティ

の拡販に尽力しております。

その結果、当第３四半期連結会計期間における当社グループの業績は、売上高は99億８千３百万円

（前年同期比2.0％減）となりました。利益面につきましては、人員増等に伴う労務費増などにより営

業利益は２億６千８百万円（前年同期比35.7％減）、経常利益は２億７千６百万円（前年同期比

34.9％減）となり、四半期純利益は１億３千３百万円（前年同期比37.0％減）となりました。

セグメントごと及び業務別の業績は次のとおりであります。

(セキュリティ事業）

常駐警備部門につきましては、臨時警備が前期実績を下回ったこともあり、当第３四半期連結会計期

間の売上高は51億３千万円（前年同期比3.6％減）となりました。

機械警備部門につきましては、厳しい企業間競争の中、震災による解約・休止等の影響があったもの

の、新規受注及び解約防止に尽力してまいりました。この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は

32億５百万円（前年同期比0.7％増）となりました。

運輸警備部門につきましては、集配金サービスに尽力した結果、当第３四半期連結会計期間の売上高

は６億７千２百万円（前年同期比1.0％増）となりました。

工事・機器販売部門につきましては、大型案件が減少したこともあり、当第３四半期連結会計期間の

売上高は７億２千１百万円（前年同期比17.0％減）となりました。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間のセキュリティ事業セグメントの売上高は97億３千万円

（前年同期比3.1％減）、営業利益は２億５千１百万円となりました。

(ビル管理・不動産事業)

ビル管理・不動産事業につきましては、清掃業務や電気設備の保安業務等の建物総合管理サービス

及び不動産賃貸を中心に事業を行っております。当期３月に取得した賃貸不動産による売上が寄与し

たこともあり、当第３四半期連結会計期間のビル管理・不動産事業セグメントの売上高は２億５千３

百万円（前年同期比71.1％増）となり、営業利益は１千６百万円となりました。
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(2)財政状況の分析

総資産及び負債の著しい増加要因は、不動産の取得及び取得に伴う資金調達によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ22億３千３百万円増加し、338億

３千１百万円（前連結会計年度末比7.1％増）となりました。その主な内容は、有価証券の増加６億円、

建物及び構築物の増加12億１百万円、土地の増加12億５千９百万円、現金及び預金の減少10億４千９百

万円、受取手形および売掛金の減少２億９千７百万円、投資有価証券の減少６億９千９百万円などであ

ります。

負債は、前連結会計年度末に比べ28億２千３百万円増加し、176億７千５百万円（同19.0％増）とな

りました。その主な内容は、預り金の増加２億６千万円、賞与引当金の増加６億５千１百万円、長期借入

金の増加15億７千６百万円、資産除去債務の増加２億１千３百万円などによるものです。

純資産は、利益剰余金が１億２千５百万円の減少、その他有価証券評価差額金が４億２千３百万円の

減少などにより、前連結会計年度末に比べ５億９千万円減少し、161億５千６百万円（同3.5％減）とな

りました。

　

(3)キャッシュ・フローの分析

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の状況は、次の通り

であります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

税金等調整前四半期純利益２億７千６百万円、減価償却費３億６千５百万円、賞与引当金６億６千万

円、仕入債務１億４千２百万円などの資金の主な増加要因に対し、法人税等の支払額１億４千６百万円

などの資金の主な減少要因により、当第３四半期連結会計期間の営業活動の結果、増加した資金は15億

３千６百万円（前年同四半期連結会計期間に比べ５億５千５百万円の増加）であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

有形固定資産の取得による支出２億２千５百万円、無形固定資産の取得による支出２億５千５百万

円などにより、当第３四半期連結会計期間の投資活動の結果、使用した資金は４億４千１百万円（前年

同四半期連結会計期間に比べ１億４千５百万円の増加）であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

配当金の支払２億１百万円などにより、当第３四半期連結会計期間の財務活動の結果、減少した資金

は３億２千２百万円（前年同四半期連結会計期間に比べ１億５百万円の増加）であります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)研究開発活動

当第３四半期連結会計期間において、当社グループにおける研究開発活動の状況に重要な変更はあ

りません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除去等について、重要な変更並びに重要

な設備計画の完了はありません。

　また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありませ

ん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年11月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年１月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,816,692 14,816,692
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数
100株

計 14,816,692 14,816,692 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年９月１日～
平成23年11月30日

― 14,816,692 ― 2,924,000 ― 2,781,500
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(6) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の株主名簿を確認したところ、前四半期会計期間末において上位10名

以内の大株主として記載しておりました「徳田　伸子」に代わり、以下に記載した株主が新たに上位10名

以内の大株主となりました。　
　

　　平成23年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本トラスティ・サービス信託銀行株
式会社（信託口）

中央区晴海一丁目８番11号 232 1.6

(注)　所有株式数は千株未満を切り捨てて記載しております。

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 　 平成23年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）

― ―
普通株式 439,000

（相互保有株式）

普通株式 15,800

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,330,300 143,303 ―

単元未満株式 普通株式 31,592 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 　 14,816,692― ―

総株主の議決権 ― 143,303 ―

(注) １　「単元未満株式」には当社所有の自己株式96株が含まれております。

２　「完全議決権株式(その他)」には、証券保管振替機構名義の株式が2,100株(議決権21個)、「単元未満株式数」に

は、同名義の株式が71株含まれております。

　
　

② 【自己株式等】

平成23年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
セントラル警備保障㈱

東京都新宿区西新宿
二丁目４番１号
新宿NSビル

439,000 ― 439,000 3.0

（相互保有株式）
㈱トーノーセキュリティ

岐阜県多治見市
上野町五丁目
38番１号

15,800 ― 15,800 0.1

計 ― 454,800 ― 454,800 3.1
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】
　

月別
平成23年
３月

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

最高(円) 864 828 797 826 845 825 805 804 800

最低(円) 631 762 757 769 802 771 761 773 771

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

取締役 専務執行役員
経営計画担当 兼 新事業担当

取締役 鎌田 伸一郎 平成23年６月24日
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成22年３月１日から平成22年11月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成23年９月１日から平成23年11月30日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成23年３月１日から平成23年11月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成22年９月１

日から平成22年11月30日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成22年３月１日から平成22年11月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成23年９月１日から平成23年11月30日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成23年３月１日から平成23年11月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,072,919 9,122,083

受取手形及び売掛金 327,854 625,022

未収警備料 3,396,079 3,367,174

有価証券 600,000 －

貯蔵品 597,587 696,407

その他 2,705,910 1,886,311

貸倒引当金 △11,831 △13,584

流動資産合計 15,688,519 15,683,414

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 5,663,155 4,169,728

減価償却累計額 △2,176,859 △1,885,397

建物及び構築物（純額） ※
 3,486,295 2,284,330

警報機器及び運搬具 10,855,432 10,552,668

減価償却累計額 △8,326,226 △7,965,146

警報機器及び運搬具（純額） 2,529,205 2,587,521

土地 ※
 2,863,397 1,604,161

その他 1,029,879 953,619

減価償却累計額 △743,231 △687,065

その他（純額） 286,648 266,553

有形固定資産合計 9,165,546 6,742,568

無形固定資産 1,200,021 768,969

投資その他の資産

投資有価証券 4,106,677 4,806,041

その他 3,709,864 3,634,119

貸倒引当金 △38,926 △36,759

投資その他の資産合計 7,777,615 8,403,401

固定資産合計 18,143,184 15,914,939

資産合計 33,831,704 31,598,354
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年２月28日)

負債の部

流動負債

買掛金 1,104,816 1,194,758

短期借入金 ※
 1,187,528 1,096,009

未払法人税等 480,248 456,321

前受警備料 295,263 288,803

預り金 4,865,526 4,605,263

賞与引当金 1,518,305 866,323

役員賞与引当金 32,677 44,400

災害損失引当金 18,465 －

その他 2,708,406 2,597,498

流動負債合計 12,211,236 11,149,378

固定負債

長期借入金 ※
 2,731,541 1,155,316

退職給付引当金 150,025 171,083

役員退職慰労引当金 26,541 21,589

資産除去債務 213,042 －

その他 2,342,681 2,354,318

固定負債合計 5,463,832 3,702,307

負債合計 17,675,068 14,851,686

純資産の部

株主資本

資本金 2,924,000 2,924,000

資本剰余金 2,784,157 2,784,157

利益剰余金 9,236,535 9,362,070

自己株式 △393,962 △346,940

株主資本合計 14,550,729 14,723,286

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 1,528,468 1,951,517

繰延ヘッジ損益 △14,071 △15,584

評価・換算差額等合計 1,514,396 1,935,932

少数株主持分 91,509 87,449

純資産合計 16,156,635 16,746,668

負債純資産合計 33,831,704 31,598,354
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年11月30日)

売上高 29,923,244 29,786,623

売上原価 23,937,929 24,032,055

売上総利益 5,985,315 5,754,567

販売費及び一般管理費

役員報酬 226,749 250,921

給料及び手当 1,711,045 1,752,806

賞与 92,585 85,706

賞与引当金繰入額 306,950 311,766

役員賞与引当金繰入額 30,900 32,677

退職給付費用 37,610 55,057

その他 2,710,628 2,667,422

販売費及び一般管理費合計 5,116,468 5,156,357

営業利益 868,846 598,210

営業外収益

受取利息 11,266 10,639

受取配当金 79,519 85,373

受取保険料 － 42,535

その他 77,732 52,157

営業外収益合計 168,518 190,705

営業外費用

支払利息 50,588 65,142

その他 7,067 13,571

営業外費用合計 57,655 78,713

経常利益 979,709 710,202

特別利益

投資有価証券売却益 6,344 3

貸倒引当金戻入額 1,017 1,758

固定資産売却益 427 14

その他 1,000 －

特別利益合計 8,789 1,775

特別損失

投資有価証券評価損 － 27,535

固定資産除却損 32,995 1,268

災害による損失 － 6,708

災害損失引当金繰入額 － 18,465

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 72,663

その他 810 －

特別損失合計 33,805 126,641

税金等調整前四半期純利益 954,693 585,337

法人税、住民税及び事業税 725,697 595,295

法人税等調整額 △269,488 △291,220

法人税等合計 456,209 304,074

少数株主損益調整前四半期純利益 － 281,262

少数株主利益 14,854 3,391

四半期純利益 483,630 277,871
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年９月１日
　至 平成22年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年９月１日
　至 平成23年11月30日)

売上高 10,192,418 9,983,654

売上原価 8,099,545 8,073,819

売上総利益 2,092,872 1,909,834

販売費及び一般管理費

役員報酬 84,854 84,706

給料及び手当 577,093 590,093

賞与引当金繰入額 132,843 136,339

役員賞与引当金繰入額 10,900 10,976

退職給付費用 9,853 15,908

その他 859,268 803,089

販売費及び一般管理費合計 1,674,812 1,641,113

営業利益 418,059 268,720

営業外収益

受取利息 2,343 2,117

受取配当金 782 724

受取保険料 － 12,658

その他 28,385 18,887

営業外収益合計 31,511 34,388

営業外費用

支払利息 17,421 21,394

その他 6,801 4,922

営業外費用合計 24,222 26,316

経常利益 425,347 276,792

特別利益

投資有価証券売却益 － 3

貸倒引当金戻入額 － 19

固定資産売却益 427 14

その他 200 －

特別利益合計 627 36

特別損失

固定資産除却損 12,992 －

特別損失合計 12,992 －

税金等調整前四半期純利益 412,982 276,829

法人税、住民税及び事業税 517,486 439,486

法人税等調整額 △320,085 △298,171

法人税等合計 197,401 141,315

少数株主損益調整前四半期純利益 － 135,514

少数株主利益 3,821 2,158

四半期純利益 211,759 133,355

EDINET提出書類

セントラル警備保障株式会社(E04799)

四半期報告書

15/25



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年３月１日
　至 平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年３月１日
　至 平成23年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 954,693 585,337

減価償却費 919,353 1,058,681

固定資産除却損 32,995 55,187

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 72,663

投資有価証券評価損益（△は益） － 27,535

災害損失引当金の増減額（△は減少） － 18,465

前払年金費用の増減額（△は増加） △185,918 △89,477

賞与引当金の増減額（△は減少） 665,048 651,982

受取利息及び受取配当金 △90,786 △96,012

支払利息 50,588 65,142

売上債権の増減額（△は増加） △401,083 268,262

たな卸資産の増減額（△は増加） △104,037 98,819

仕入債務の増減額（△は減少） 309,377 △89,941

未払費用の増減額（△は減少） △190,697 96,204

預り保証金の増減額（△は減少） － 207,468

その他 264,352 263,863

小計 2,223,885 3,194,180

利息及び配当金の受取額 90,786 96,012

利息の支払額 △51,203 △71,770

法人税等の支払額 △584,336 △571,369

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,679,132 2,647,054

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の増減額（△は増加） △37,517 4,982

有価証券の取得による支出 △700,000 △900,000

有価証券の償還による収入 － 900,000

有形固定資産の取得による支出 △721,181 △3,307,580

無形固定資産の取得による支出 △196,554 △589,747

投資有価証券の取得による支出 △70,230 △5,756

投資有価証券の売却による収入 11,448 24

その他 △29,139 △28,343

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,743,175 △3,926,420

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 137,704 131,182

長期借入れによる収入 － 1,910,000

長期借入金の返済による支出 △113,052 △373,438

リース債務の返済による支出 △74,754 △99,394

配当金の支払額 △404,255 △403,406

自己株式の取得による支出 △555 △47,021

自己株式の売却による収入 59 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △454,853 1,117,921

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △518,896 △161,444

現金及び現金同等物の期首残高 4,425,286 4,580,034

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 66,270 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,972,660

※
 4,418,590
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年３月１日  至  平成23年11月30日)

１  会計処理基準に関する事項

の変更

 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会

計基準第18号  平成20年３月31日)及び「資産除去債務に関する会計基準の

適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成20年３月31日)を適用してお

ります。

これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は、それぞ

れ16,334千円、税金等調整前四半期純利益は88,998千円減少しております。ま

た、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は141,864千円であ

ります。

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年３月１日  至  平成23年11月30日)

(四半期連結損益計算書関係)

１  前第３四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「受取保険料」は重要性が増加

したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしております。なお、前第３四半期連結累計期

間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取保険料」は22,478千円であります。

２　「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用により、当第３四半期連結累計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「預

り保証金の増減額(△は減少)」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することとし

ております。なお、前第３四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる

「預り保証金の増減額(△は減少)」は△3,878千円であります。

　

当第３四半期連結会計期間

(自  平成23年９月１日  至  平成23年11月30日)

(四半期連結貸借対照表関係)

前第３四半期連結会計期間において、有形固定資産の「その他」に含めていた「土地」は、重要性が増加したた

め、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。なお、前第３四半期連結会計期間の有形固

定資産の「その他」に含まれる「土地」は1,604,161千円であります。

(四半期連結損益計算書関係)

１  前第３四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「受取保険料」は重要性が増加

したため、当第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。なお、前第３四半期連結会計期

間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取保険料」は3,490千円であります。

２　「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づく財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用により、当第３四半期連結会計期間で

は、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

EDINET提出書類

セントラル警備保障株式会社(E04799)

四半期報告書

17/25



　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成23年３月１日　至　平成23年11月30日)

重要なものはありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成23年３月１日　至　平成23年11月30日)

該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日  至  平成23年11月30日)

災害損失引当金の計上基準

　東日本大震災により被災した資産の修繕費用等の支出に備えるため、当四半期連結累計期間末における見込額を

計上しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年11月30日)

前連結会計年度末
(平成23年２月28日)

※　担保に供している資産及び担保付債務

＜担保資産＞ 　 　
　建物及び構築物 1,150,332千円

　土地 1,259,235　
　　　　　計 2,409,567　

　上記資産には抵当権が設定されております。

 
＜担保付債務＞ 　 　
　短期借入金 170,000千円

　長期借入金 1,445,000　
　　　　　計 1,615,000　

――――――――――

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日 至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日 至　平成23年11月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に記載されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に記載されている科目の金額との関係

(平成22年11月30日) (平成23年11月30日)

現金及び預金勘定 8,115,011千円

有価証券勘定（譲渡性預金） 700,000　
　　　　　計 8,815,011　
運輸警備用現金及び預金 △4,094,283　
預入期間が

 ３か月を超える定期預金
△48,067　

預入期間が

 ３か月を超える譲渡性預金
△700,000　

現金及び現金同等物 3,972,660　
　

現金及び預金勘定 8,072,919千円

有価証券勘定（譲渡性預金） 600,000　
　　　　　計 8,672,919　
運輸警備用現金及び預金 △4,236,833　
預入期間が

 ３か月を超える定期預金
△17,495　

現金及び現金同等物 4,418,590　
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成23年11月30日）及び

当第３四半期連結累計期間（自　平成23年３月１日　至　平成23年11月30日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期連結会計期間末

普通株式(株) 14,816,692

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第３四半期連結会計期間末

普通株式(株) 439,096

　

３　配当に関する事項

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月26日
定時株主総会

普通株式 202,118 14.00平成23年２月28日 平成23年５月27日 利益剰余金

平成23年10月13日
取締役会

普通株式 201,287 14.00平成23年８月31日 平成23年10月28日 利益剰余金

　

(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日)及び前第３四半期連結累計

期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年11月30日)

全セグメントの売上高の合計、営業利益の合計額に占める「セキュリティ事業」の割合が90％を超え

るため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　
【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日)及び前第３四半期連結累計

期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年11月30日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、記載しておりません。

　
【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成22年９月１日  至  平成22年11月30日)及び前第３四半期連結累計

期間(自  平成22年３月１日  至  平成22年11月30日)

海外売上高がないため、記載しておりません。
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【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成

21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号

  平成20年３月21日)を適用しております。

　

１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が経営資源の配分及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、当社及び当社の連結子会社が各々独立した経営単位であり、各社は取扱うサービス内容

について戦略を立案し、事業活動を展開しております。

従って、当社グループは事業の種類に基づき、「セキュリティ事業」及び「ビル管理・不動産事業」の２

つを報告セグメントとしております。

「セキュリティ事業」は、常駐警備、機械警備、運輸警備及びセキュリティ事業に附帯する工事等の他、防

犯機器等の販売やコールセンター業務等を行っております。

「ビル管理・不動産事業」は、ビル総合管理及び不動産賃貸事業を行っております。

　

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年３月１日  至  平成23年11月30日)

　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

調整額
(注１)

四半期連結損益
計算書計上額
(注２)

セキュリティ
事業

ビル管理・
不動産事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 29,066,393720,22929,786,623 ― 29,786,623

  セグメント間の内部売上高又は振替高 2,359 199,198201,557△201,557 ―

計 29,068,752919,42729,988,180△201,55729,786,623

セグメント利益 591,028 7,181 598,210 ― 598,210

(注) １．調整額△201,557千円は、セグメント間取引消去によるものです。

２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　
当第３四半期連結会計期間(自  平成23年９月１日  至  平成23年11月30日)

　 　 　 (単位：千円)

　
報告セグメント

調整額
(注１)

四半期連結損益
計算書計上額
(注２)

セキュリティ
事業

ビル管理・
不動産事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 9,730,409253,2459,983,654 ― 9,983,654

  セグメント間の内部売上高又は振替高 386 69,359 69,746△69,746 ―

計 9,730,795322,60510,053,400△69,7469,983,654

セグメント利益 251,95616,764268,720 ― 268,720

(注) １．調整額△69,746千円は、セグメント間取引消去によるものです。

２．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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(賃貸等不動産関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成23年11月30日)

賃貸等不動産において、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

四半期連結会計期間末の時価  2,449,901千円

四半期連結貸借対照表計上額  2,449,901 〃

　

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末 (平成23年11月30日) 前連結会計年度末 (平成23年２月28日)

1,117.37円 1,153.92円

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年３月１日  至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日  至　平成23年11月30日)

１株当たり四半期純利益 33.50円
　

１株当たり四半期純利益 19.32円
　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　 ２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年３月１日
至  平成22年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年３月１日
至  平成23年11月30日)

四半期純利益(千円) 483,630 277,871

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 483,630 277,871

期中平均株式数(千株) 14,437 14,383

　

　
第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自　平成22年９月１日  至　平成22年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成23年９月１日  至　平成23年11月30日)

１株当たり四半期純利益 14.67円
　

１株当たり四半期純利益 9.28円
　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　 ２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成22年９月１日
至  平成22年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成23年９月１日
至  平成23年11月30日)

四半期純利益(千円) 211,759 133,355

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益(千円) 211,759 133,355

期中平均株式数(千株) 14,437 14,377

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第40期(平成23年３月１日から平成24年２月29日まで)中間配当については、平成23年10月13日開催の取

締役会において、平成23年８月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを

決議いたしました。

①  配当金の総額                                201,287千円

②  １株当たりの金額                                   14円

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成23年10月28日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成２３年１月７日

　

セントラル警備保障株式会社

取　締　役　会　御　中

　

有限責任監査法人トーマツ 　
　

指定有限責任社員 　
公認会計士　　小　島　 洋 太 郎　　㊞

業 務 執 行 社 員　

　

指定有限責任社員 　
公認会計士　　鈴　木　　　 　努　　㊞

業 務 執 行 社 員　

　
　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセン

トラル警備保障株式会社の平成22年３月１日から平成23年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会

計期間(平成22年９月１日から平成22年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年３月１日から

平成22年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セントラル警備保障株式会社及び連結子会社

の平成22年11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累

計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成２４年１月１１日

　

セントラル警備保障株式会社

取　締　役　会　御　中

　

有限責任監査法人トーマツ 　
　

指定有限責任社員 　
公認会計士　　小　島　 洋 太 郎　　㊞

業 務 執 行 社 員　

　

指定有限責任社員 　
公認会計士　　鈴　木　　　 　努　　㊞

業 務 執 行 社 員　

　
　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセン

トラル警備保障株式会社の平成23年３月１日から平成24年２月29日までの連結会計年度の第３四半期連結会

計期間(平成23年９月１日から平成23年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年３月１日から

平成23年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セントラル警備保障株式会社及び連結子会社

の平成23年11月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累

計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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